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導入を行う方法等が報告されている。本研究は、PD98059、 5-aza-2’-deoxycytidine および A-83-01の主要な作用で









とを目的として検討を行った。その結果、MEK、 DNMTおよび TGF-βの阻害剤添加により、ヒト iPS細胞から腸管上皮細
胞への分化促進および薬物代謝酵素活性や薬物応答性など薬物動態に関連する発現の増加が認められた。また、これら低
分子化合物にて分化させた腸管上皮細胞は、タイトジャンクションを形成し、極性も有していることが示唆された。そこ
で、BCRP および PEPT1 の機能解析を行ったところ、排泄型および取込み型トランスポーターの評価も可能であった。さ
らに、ヒト消化管における薬物の吸収率を予測可能であることが示唆された。これらの結果から、MEK、 DNMTおよび TGF-
βの阻害は、ヒト iPS 細胞から腸管上皮細胞への分化促進および薬物代謝酵素活性や薬物応答性など薬物動態に関連す
る機能の獲得に効果的であることが示唆された。 
上記の研究は、ヒト iPS細胞の分化において低分子化合物を用いることで簡易、且つ機能を有した腸管上皮細胞に分化
する方法を開発したものであり、薬物動態学上で重要な知見を得たものとして価値ある業績と認める。よって本研究者
は、博士（薬学）の学位を得る資格があると認める。 
